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大
分
県
労
福
協
は
、
６
月
29
日

の
第
21
回
定
期
総
会
で
承
認
さ
れ

た
06
年
度
活
動
方
針
に
基
づ
い
て
、

具
体
的
な
取
り
く
み
課
題
や
当
面

す
る
日
程
に
つ
い
て
、
８
月
21
日

に
開
催
し
た
「
第
２
回
幹
事
会
」

「
第
１
回
地
方
労
福
協
代
表
者
」

合
同
会
議
で
確
認
を
し
ま
し
た
。 

　
こ
の
年
間
主
要
計
画
に
つ
い
て

は
、
行
事
予
定
を
紹
介
し
具
体
的

な
取
り
く
み
に
対
し
て
は
連
合
大

分
・
各
事
業
団
体
・
会
員
各
位
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

         

  

　 
  

●
発
行
は
６
回
／
年
　
奇
数
月
の

　
初
旬
（
原
則
１
日
）
に
発
行 

●
機
関
紙
の
構
成
　
表
紙
（
題
字
）、

　
県
労
福
協
、
地
区
労
福
協
、
ク

　
イ
ズ
で
２
面
労
金
、
全
労
済
、

　
総
合
生
協
、
医
療
生
協
、
県
民

　
共
済
会
、
県
生
協
連
…
各
１
面 

       

●
要
請
及
び
福
祉
懇
談
会
の
日
程

　
は
県
と
調
整
中 

●
対
応
は
県
労
福
協
三
役 

   

●
開
催
日
時
…
06
年
10
月
15
日（
日
） 

●
場
所
…
富
士
見
カ
ン
ト
リ
ー
ゴ

　
ル
フ
ク
ラ
ブ 

●
参
加
要
請
…
県
労
福
協
加
盟
及

　
び
友
誼
団
体
、
組
織
の
役
職
員
、

　
約
100
名
（
22
組
） 

　 
 

●
開
催
日
時
…
06
年
11
月
14
日（
火
）

　
13
時
30
分
〜
16
時
00
分 

●
場
所
…
全
労
済
ソ
レ
イ
ユ 

●
参
加
要
請
…
加
盟
組
織
の
役
職

　
員
約
100
名 

　 
 

●
開
催
日
時
…
07
年
３
月
11
日（
日
）

　
11
時
00
〜 

●
場
所
…
明
野
Ｏ
Ｂ
Ｓ
ボ
ウ
ル 

●
参
加
要
請
…
加
盟
組
織
及
び
地

　
区
労
福
協
の
代
表
者
　
約
300
名

　
（
100
チ
ー
ム
） 

　 
 

　
「
第
50
回
大
分
県
勤
労
者
創
作

　
美
術
展
」
労
福
協
共
催 

●
開
催
日
時
…
07
年
２
月
27
日（
火
）

　
〜
３
月
４
日（
日
） 

●
場
所
…
大
分
県
立
芸
術
会
館 

●
部
門
…
絵
画
、
書
道
、
写
真
、

　
彫
刻
、
工
芸
、
デ
ザ
イ
ン
、
イ

　
ラ
ス
ト 

●
出
品
申
込
…
07
年
１
月
15
日（
月
）

　
〜
２
月
14
日（
水
） 

機
関
紙 

「
お
お
い
た
労
福
協
」の
発
行 

1
06
年
度
対
県
要
請
及
び 

労
働
者
福
祉
懇
談
会 

2
役
職
員 

チ
ャ
リ
テ
ィ
ゴ
ル
フ
大
会 

3

福
祉
研
修
会 

4

ボ
ー
リ
ン
グ
大
会 

5
文
化
活
動 

6
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①  

総
合
生
協
学
校
　 

②  

Ａ
Ｋ
Ａ
法 

＝
敬
称
略
＝ 

安
部
　
圭
司（
大
分
市
） 

酒
井
美
智
子（
竹
田
市
） 

川
野
　
芳
枝（
臼
杵
市
） 

木
ノ
下
素
信（
中
津
市
） 

谷
原
　
晴
江（
竹
田
市
） 

機
関
紙
69
号
の
第
26
回
ク
イ
ズ
に
多

数
の
応
募
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
厳
正
な
抽
選
の
結
果
、

次
の
10
名
の
方
が
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
貴
重
な
ご
意
見
ご
感
想
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

　
県
労
福
協
は
、
07
年
度
の
大
分

県
当
初
予
算
編
成
に
対
す
る
労
働

者
福
祉
に
関
わ
る
要
請
内
容
に
つ

い
て
、
連
合
大
分
の
対
県
要
請
と

重
複
し
な
い
よ
う
に
福
祉
事
業
団

体
か
ら
の
要
請
内
容
を
ベ
ー
ス
に

協
議
を
図
り
、
以
下
の
内
容
で
取

り
ま
と
め
を
行
い
ま
し
た
。 

　
要
請
に
つ
い
て
は
大
分
県
と
日

程
調
整
中
で
す
、
対
応
は
労
福
協

三
役
で
行
い
ま
す
。 

   

★
要
請
内
容
の
主
な
も
の 

一
、
労
働
者
福
祉
の
充
実
・
強
化

　
に
向
け
て
、
中
小
企
業
サ
ー
ビ

　
ス
セ
ン
タ
ー
の
早
期
設
置
と
既

　
設
セ
ン
タ
ー
の
内
容
充
実
に
対

　
す
る
県
の
助
成
・
指
導
・
助
言
、

　
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　
未
設
置
地
域
で
の
早
期
設
立
と

　
既
設
セ
ン
タ
ー
の
会
員
拡
大
な

　
ど
に
対
す
る
県
と
し
て
の
指
導
・

　
助
言
。 

二
、
九
州
労
働
金
庫
大
分
県
本
部
・

　
全
労
済
大
分
・
総
合
生
協
・
勤

　
労
者
医
療
生
協
・
県
生
協
連
な

　
ど
の
協
同
事
業
団
体
の
育
成
や

　
助
成
に
向
け
た
積
極
的
な
支
援

　
措
置
の
実
施
。 

三
、
少
子
・
高
齢
化
社
会
へ
の
対

　
応
と
し
て
、
介
護
保
険
制
度
や

　
医
療
制
度
の
改
善
・
見
直
し
。 

　臼津地区労福協は、７月13日（木）18時30分か
ら臼杵市の「中央公民館」において、また大野地
区労福協は８月３日（木）18時から豊後大野市「教
育会館」において、それぞれ定期総会が開催され
ました。 
　05年度の活動・決算報告と新年度の活動方針・
予算（案）が協議され、ともに満場一致で確認され
ました。 
06年度の役員体制は以下の通りです。 

　氏　名　 

佐藤　一彦 

矢野　敏彦 

野中　真澄 

田中　純一 

坂井　　淳 

瀧本　雅浩 

野 崎 賢 一  

江藤　喜啓

朝倉　和秀 

三浦　敦裕 

広末伊智郎 

山西　嘉広 

所　属　団　体 

連合臼津地協 

コープうすき 

連合臼津地協 

労働金庫うすき支店 

連合臼津地協 

コープつくみ 

労働金庫つくみ支店 

連合豊肥地協大野地区連絡会 

労金推進委員長 

連合豊肥地協大野地区連絡会 

連合豊肥地協大野地区連絡会 

労働金庫 

役　職 

会 長  

 

副 会 長  

 

事 務 局 長  

事務局次長
 

 

会 長  

副 会 長
 

 

事 務 局 長  

事務局次長 

臼

津

地

区

 

豊
後
大
野
地
区 

２
０
０
６
年
度 

役
員
体
制 

大
分
県
労
福
協
・
齊
藤
忠
夫
事
務
局
長
が
退
任
し
ま
し
た
。 

齊
藤
さ
ん
は
二
期
４
年
間
の
長
き
に
亘
り
労
福
協
活
動
に

ご
尽
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

こ
れ
ま
で
の
活
躍
に
感
謝
を
申
し
上
げ
今
後
の 

ご
健
康
・
ご
活
躍
と
労
福
協
へ
の
変
わ
ら
ぬ 

ご
支
援
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

川
　
　
琢
哉（
別
府
市
） 

三
浦
　
保
雄（
津
久
見
市
） 

金
當
　
裕
昭（
国
東
市
） 

政
丸
佐
智
夫（
由
布
市
） 

高
橋
　
一
美（
竹
田
市
） 
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所属および役職名 

全 労 済 大 分 県 本 部  

連 合 大 分 会 長  

全 労 済 大 分 県 本 部  

連 合 大 分 事 務 局 長  

自治労大分県本部執行委員長 

大分県教組執行委員長 

大分県高教組執行委員長 

富士紡労組大分支部支部長 

東芝労組大分支部執行委員長 

基幹労連大分県本部委員長 

ＪＰＵ大分県連絡協議会議長 

トキハ労働組合執行委員長 

情報労連大分県協議会議長 

化学総連大分地連代表幹事 

全国一般大分地本執行委員長 

大分バス労働組合執行委員長 

西大分地区推進委員長 

東大分地区推進委員長 

別杵国地区推進委員長 

臼津地区推進委員長 

豊肥地区推進委員長 

県北地区推進委員長 

久大地区推進委員長 

佐伯地区推進委員長 

 

連合大分副事務局長 

大分県労働者福祉協議会事務局長 

役職名 

理 事 長  

副理事長 

専務理事 

理 事  

　 々 　  

　 々 　  

　 々 　  

　 々 　  

　 々 　  

　 々 　  

　 々 　  

　 々 　  

　 々 　  

　 々 　  

　 々 　  

　 々 　  

　 々 　  

　 々 　  

　 々 　  

　 々 　  

　 々 　  

　 々 　  

　 々 　  

　 々 　  

監 事 長  

監 事  

　 々 　  

2006

詳しくは全労済まで 

自治労共済大分県支部 
共 済 事 務 局 長  

役員一覧表 

　
全
労
済
大
分
県
本
部
は
、
去
る

７
月
31
日
に
全
労
済
ソ
レ
イ
ユ
に

お
い
て
、
第
５
回
通
常
総
代
会
を

開
催
い
た
し
ま
し
た
。
総
代
定
数

205
名
中
、
出
席
総
代
102
名
、
委
任

出
席
84
名
、
計
186
名
に
よ
り
総
代

会
が
成
立
し
、
議
長
団
に
は
全
農

林
大
分
県
協
議
会
の
生
野
富
生
総

代
・
新
日
鐵
大
分
労
組
の
上
村
朝

雄
総
代
の
両
氏
を
選
出
し
ま
し
た
。 

　
羽
明
省
三
全
労
済
大
分
県
本
部

理
事
長
の
挨
拶
の
後
、
来
賓
の
連

合
大
分 

嶋
　
龍
生
会
長
、
労
働

者
福
祉
事
業
団
体
を
代
表
し
て
労

福
協 

齊
藤
忠
夫
事
務
局
長
、
大

分
県
生
活
協
同
組
合
連
合
会
を
代

表
し
て
足
立
勇
一
会
長
理
事
の
そ

れ
ぞ
れ
よ
り
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。 

　
議
案
審
議
に
つ
い
て
は
、
第
１

号
議
案
「
２
０
０
５
年
度
事
業
報

告
承
認
の
件
」、
第
２
号
議
案
「
全

労
済
本
部
総
会
の
議
案
審
議
の
件
」

以
下
、
第
９
号
議
案
「
そ
の
他
」

ま
で
異
議
な
く
満
場
一
致
で
承
認

さ
れ
、
総
代
会
を
終
了
し
ま
し
た
。 

　
な
お
、
本
年
度
の
役
員
体
制
に

つ
い
て
は
次
の
と
お
り
と
な
り
ま

し
た
。 氏　　名 

羽 明 　 省 三  

嶋 　 　 龍 生  

川 辺 　 　 修  

森 迫 　 信 夫  

棚 村 　 和 秀  

森 　 　 政 文  

横 道 　 信 哉  

羽 田 　 周 二  

　 橋 　 和 善  

開 田 　 恵 三  

安 倍 　 　 仁  

花 木 　 保 憲  

亀 井 　 弟 二  

挾 間 田 昌 治  

朝 生 　 忠 行  

竹 下 　 正 行  

豊 田 　 隆 二  

野 畑 由 紀 夫  

原 田 　 孝 司  

長 田 　 徳 行  

江 藤 　 喜 啓  

是 木 　 秀 伸  

荒 川 　 正 行  

上 田 　 　 徹  

阿 部 　 　 巌  

後 藤 　 泰 宏  

馬 場 　 徳 明  
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総合生協がお勧めする協定旅館の 

総合生協旅行センターを通して取り扱った場合に限ります。 
協定旅館利用に限ります。 

①総合生協旅行クーポン券（10,000円相当）を抽選で40名様に進呈！！ 
②早期お申し込み（10月16日まで）のお客様に抽選で図書カードプレゼント（20名様） 
③全勤旅九州ブロック… 
　特典として抽選で20名様にペア宿泊券を進呈（九州地区内対象） 
④カラオケ15名様以上サービス！10名様以上半額！ 
⑤平日特典／平日の宿泊はホテル企画料金より500円引き！（8名様以上） 
　　　　　　またはビール１本サービス 

　

〃

　

 

　

〃

　

 

　

〃

　

 

　

〃

　

 

　

〃

　

 

　

〃

　

 

　

〃

　

 

　

〃

　

 

　

〃

　

 

　

〃

　

 

　

〃

　

 

　

〃

　

 
　

〃

　
 

　

〃

　

 

　

〃

　

 

監

事

長

 

監

事

 

　

〃

　

 

旅 行 日 

旅行代金（お一人様） 

※１名１室ご希望の方は別途お問い合せ下さい。　※募集人員／32名限定（最少催行人員25名）　※食事条件／朝1回・昼2回 
※添乗員／同行します。　※宿泊ホテル／博多都ホテル 

11/26 
（日） 

11/27 
（月） 

大分8：30頃＝貸切バス＝別府＝宇佐＝中津＝日田＝福岡国際センター・ 
九州場所千秋楽をマス席Aにて観戦＝ホテル19：00頃 

ホテル＝有田ポーセリンパーク＝名物竹崎カニの昼食＝祐徳稲荷参拝＝ 
日田＝中津＝宇佐＝別府＝大分19：00頃 

●九州場所千秋楽を升席Aで観戦。優勝力士の表彰式やパレードなど千秋楽ならではの興奮と熱気をお楽しみ下さい。 

●焼き物の町、有田。有田ポーセリンパークはドイツのツインガー宮殿を再現した建物内に幕末から明治初期の有田焼を展示。 

●２日目の昼食は有明海で育まれた竹崎カニをご賞味いただきます。 

コ
ー
ス 

３名１室 ２名１室 

（
基
幹
労
連
大
分
県
本
部
委
員
長
） 

（
Ｊ
Ｐ
Ｕ
大
分
県
連
絡
協
議
会
議
長
） 

（
ト
キ
ハ
労
働
組
合
執
行
委
員
長
） 

（
情
報
労
連
大
分
県
協
議
会
議
長
） 

（
化
学
総
連
大
分
地
連
代
表
幹
事
） 

（
全
国
一
般
大
分
地
本
執
行
委
員
長
） 

（
大
分
バ
ス
労
働
組
合
執
行
委
員
長
） 

（
西
大
分
地
区
推
進
委
員
長
） 

（
東
大
分
地
区
推
進
委
員
長
） 

（
別
杵
地
区
推
進
委
員
長
） 

（
臼
津
地
区
推
進
委
員
長
） 

（
豊
肥
地
区
推
進
委
員
長
） 

（
県
北
地
区
推
進
委
員
長
） 

（
久
大
地
区
推
進
委
員
長
） 

（
佐
伯
地
区
推
進
委
員
長
） 

（
自
治
労
共
済
大
分
県
支
部
共
済
事
務
局
長
） 

（
連
合
大
分
副
事
務
局
長
） 

（
大
分
県
労
働
福
祉
協
議
会
事
務
局
長
） 

　
大
分
県
総
合
生
協
は
２
０
０
６

年
７
月
31
日
（
月
）
ソ
レ
イ
ユ
に

お
い
て
、
２
０
０
６
年
度
通
常
総

代
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
嶋

　
連
合
会
長
ら
の
祝
辞
を
い
た
だ

き
、
全
労
済
大
分
県
本
部
の
総
代

会
・
労
働
福
祉
会
館
の
総
代
会
後
、

総
代
数
205
名
中
、
出
席
総
代
１
０

５
名
、
委
任
出
席
84
名
、
計
１
８

９
名
に
よ
り
２
０
０
６
年
度
総
合

生
協
通
常
総
代
会
が
成
立
。
議
長

団
に
は
、
生
野
富
生
議
長
（
全
農

林
大
分
県
協
議
会
）・
上
村
朝
雄

議
長
（
新
日
鐵
大
分
労
組
） 

が
引
き
続
き
の
就
任
。
各
議
案
に

つ
い
て
は
異
議
な
く
満
場
一
致
で

承
認
さ
れ
総
代
会
を
終
了
い
た
し

ま
し
た
。 

　
２
０
０
６
年
度
の
役
員
体
制
に

つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

開

田

　

恵

三

 

安

倍

　

　

仁

 

花

木

　

保

憲

 

亀

井

　

弟

二

 

挾

間

田

昌

治

 

朝

生

　

忠

行

 

竹

下

　

正

行

 

豊

田

　

隆

二

 

野

畑

由

紀

夫

 

原

田

　

孝

司

 

長

田

　

徳

行

 

江

藤

　

喜

啓

 

是

木

　

秀

伸

 

荒

川

　

正

行

 
上

田

　

　

徹

 
阿

部

　

　

巌

 

後

藤

　

泰

宏

 

馬

場

　

徳

明
 

理

事

長

 

副
理
事
長 

　

〃

　

 

専
務
理
事 

理

事

 

　

〃

　

 

　

〃

　

 

　

〃

　

 

　

〃

　

 

　

〃

　

 

２
０
０
６
年
度
　
役
員
一
覧 

（
全
労
済
大
分
県
本
部
） 

（
連
合
大
分
会
長
） 

（
県
民
共
済
会
理
事
長
） 

（
全
労
済
大
分
県
本
部
） 

（
連
合
大
分
事
務
局
長
） 

（
自
治
労
大
分
県
本
部
執
行
委
員
長
） 

（
大
分
県
教
組
執
行
委
員
長
） 

（
大
分
県
高
教
組
執
行
委
員
長
） 

（
富
士
紡
労
組
大
分
支
部
支
部
長
） 

（
東
芝
労
組
大
分
支
部
執
行
委
員
長
） 

羽

明

　

省

三

 

嶋

　

　

龍

生

 

亀

山

　

　

哲

 

川

辺

　

　

修

 

森

迫

　

信

夫

 

棚

村

　

和

秀

 

森

　

　

政

文

 

横

道

　

信

哉

 

羽

田

　

周

二

 

　

橋

　

和

善

 

２
０
０
６
年
度 

総
合
生
協
通
常
総
代
会
開
催 



(5)　第 70 号 2006年９月１日 

科　　　目 金　　　　　　額 
収入の部 

１．基本財産運用収入 
２．事業収入 
　①共済事業収入 
　　医療扶助共済事業 
　　介護年金共済事業 
　　新介護共済事業 
　　退職者医療共済事業 
　　移行医療共済事業 
　　冠婚葬祭共済事業 
　　火災共済事業 
　②公益福祉事業収入 
３．運用財産収入 
４．特別収入 

当期収入合計 
支出の部 

１．事業支出 
　①共済事業支出 
　　医療扶助共済事業 
　　介護年金共済事業 
　　新介護共済事業 
　　退職者医療共済事業 
　　移行医療共済事業 
　　冠婚葬祭共済事業 
　　火災共済事業 
　②公益福祉事業支出 
２．管理費 
　①人件費 
　②物件費 
３．固定資産取得支出 
４．退職給与引当金取崩支出 
５．前期損益修正損 

当期支出合計 
当期収支差額 

前期繰越収支差額 
次期繰越収支差額 

 
 
 
 

632,935,382 
234,277,639 
24,711,981 
72,963,660 
3,282,000 

108,971,880 
524,800 

 
 
 
 
 
 
 

475,474,351 
1,073,668,677 
15,129,962 
68,014,749 
3,080,394 

115,339,012 
△11,951,555 

 
 

86,214,961 
38,794,854

 
8,000,000 

 
1,077,677,340 

 
 
 
 
 
 
 

330,000 
16,572,811 
136,210,898 

1,238,781,049 
 
 

1,738,755,590 
 
 
 
 
 
 
 

1,310,054 
125,009,815 

 
 

6,238,700 
1,087,800 
6,885,887 

1,879,287,846 
△640,506,797 
743,860,222 
103,353,425

科　　　目 金　　　　　　額 
【資産増加額】 
当期収支差額 
器具備品購入額 

役職員貸付金増加額 
【負債減少額】 

介護共済責任準備金取崩額 
介護共済移行準備基金（総合生協寄付金） 
医療共済異常危険準備金取崩 
共済事業基金取崩 

冠婚葬祭事業基金取崩 
前期繰越正味財産額取崩 
退職給与引当金取崩 

増加額合計 
【資産減少額】 

投資有価証券売却額 
役職員貸付金返済額 
繰延資産償却額 

車輌運搬具減価償却額 
出資金減少額 

ソフトウェア減価償却額 
車輌運搬具売却額 
器具備品減価償却額 
【負債増加額】 

介護共済移行準備基金繰入学 
退職給与引当金繰入額 

減少額合計 
当期正味財産増加額 
前期繰越正味財産額 
期末正味財産合計額 

 
－640,506,797 

938,700 
5,300,000 

 
750,000,000 
90,000,000 
150,000,000 
300,000,000 
100,000,000 
200,000,000 
1,087,800 

 
 

39,974,400 
3,802,443 
3,099,600 
40,016 
10,000 

4,262,566 
465,827 

1,048,532 
 

840,000,000 
3,058,299

－634,268,097 
 
 
 

1,591,087,800 
 
 
 
 
 
 
 

956,819,703 
52,703,384 

 
 
 
 
 
 
 
 

843,058,299 
 
 

895,731,683 
61,058,020 
247,757,596 
308,815,616

正味財産増減計算書（2005年6月1日～2006年5月31日） 

収支計算書（2005年6月1日～2006年5月31日） 　
県
民
共
済
会
は
、
二
〇
〇
六
年

七
月
三
十
一
日
、
全
労
済
ソ
レ
イ

ユ
に
て
二
〇
〇
六
年
度
第
一
回
評

議
員
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

評
議
員
定
数
二
十
四
名
に
対
し
、

出
席
評
議
員
十
九
名
、
委
任
評
議

員
五
名
に
よ
り
、
評
議
員
会
の
成

立
が
宣
言
さ
れ
、
議
長
に
羽
田
野

評
議
員
を
、
議
事
録
署
名
人
に
徳

永
・
生
野
両
評
議
員
を
選
出
い
た

し
ま
し
た
。 

　
そ
の
後
、
議
案
審
議
に
入
り
、

二
〇
〇
五
年
度
事
業
報
告
・
決
算

報
告
・
監
査
報
告
・
二
〇
〇
六
年

度
事
業
計
画
（
案
）・
予
算
（
案
）

等
の
議
案
審
議
を
重
ね
、
す
べ
て

の
議
案
に
つ
い
て
満
場
一
致
で
承

認
さ
れ
ま
し
た
。 

  

Ⅰ
共
済
制
度
の
新
設 

お
よ
び
一
部
改
正 

財
団
の
基
幹
共
済
で
あ
る
医
療
扶

助
共
済
は
長
年
の
実
績
に
よ
り
、

安
定
的
に
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

ま
だ
ま
だ
個
人
レ
ベ
ル
で
は
、
民

間
生
損
保
の
制
度
を
利
用
せ
ざ
る

を
得
な
い
勤
労
者
が
多
く
い
ま
す
。

医
療
扶
助
共
済
の
礎
を
元
に
、
よ

り
良
い
制
度
を
県
下
の
勤
労
県
民

に
提
供
し
て
い
く
こ
と
で
、
公
益

法
人
の
責
務
を
増
進
し
て
い
き
ま

す
。 

①
新
医
療
共
済
（
新
設
） 

個
人
向
け
の
制
度
で
病
気
・
ケ
ガ

に
よ
る
入
院
・
手
術
を
保
障
す
る

制
度
。（
下
表
）
特
約
で
ガ
ン
も

保
障
。 

②
医
療
扶
助
共
済
（
改
正
） 

従
　
来
▼
一
泊
二
日
以
上
の
入
院 

改
正
後
▼
日
帰
り
入
院
か
ら
保
障 

Ⅱ
共
済
事
業 

二
〇
〇
六
年
度
の
推
進
目
標
は
次

の
通
り
で
す
。 

          

Ⅲ
公
益
福
祉
事
業 

①
パ
ソ
コ
ン
教
室 

②
無
料
法
律
・
税
務
相
談
会 

③
バ
ス
研
修
旅
行 

④
文
化
講
演
会 

 

Ⅳ
活
力
あ
る
職
場
づ
く
り 

職
員
の
資
質
向
上
の
た
め
、
内
部
・

外
部
含
め
た
研
修
会
を
実
施
し
ま

す
。 

共済種目 

医療扶助共済 

移行医療共済 

新介護共済  

新医療共済  

合　　計 

件  数 口  数 

9,000 

420 

1,000 

800 

11,220

270,000 

16,800 

1,200 

32,00 

320,000

理

事

長

 

副
理
事
長 

理

事

 

理

事

 

理

事

 

理

事

 

理

事

 

理

事

 

理

事

 

理

事

 

理

事

 

理

事

 

理

事

 

理

事

 

理

事

 

理

事

 

監

事

 

監

事

 亀

山

　

　

哲

 

羽

明

　

省

三

 

飯

田

三

喜

雄

 

神

田

　

健

一

 

佐

々

木

直

行

 

米

田

　

正

規

 

大

石

　

啓

文

 

橋

本

　

敏

雄

 

朝

来

　

素

生

 

久

保

田

啓

嗣

 

広

瀬

　

文

明

 

阿

部

　

　

巌

 

馬

場

　

徳

明

 

南

　

征

一

郎

 

西

田

　

　

收

 

宇

野

　

　

稔

 

後

藤

　

俊

一

 

村

山

　

太

亮

 

加入年齢 

加入型（入院日額） 

 

保障の概略 

 

特　約 

発売予定 

現　　行 

1泊2日以上の入院 

病気入院共済金の給付条件 

改　正　後 

日帰り入院から 

満0歳～満70歳（保障は80歳まで） 

3,000円型・5,000円型・7,000円型 

 

 

 

ガン特約 

2006年10月1日 

詳細は、お問い合わせください。 2006年8月1日入院分から適用します。 

病気・ケガ入院 

病気・ケガ手術 

長期入院 

日帰り入院より（1入院180日） 

種類により10・20・40倍 

270日以上連続入院したとき 
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県
生
協
連
で
は
、
８
月
５
日（
土
）

に
「
第
15
回
親
子
で
考
え
る
平
和

の
つ
ど
い
」
を
、
県
内
12
生
協
よ

り
組
合
員
や
そ
の
家
族
300
人
が
参

加
し
て
、
大
分
市
の
コ
ン
パ
ル
ホ
ー

ル
・
文
化
ホ
ー
ル
で
開
催
し
ま
し

た
。 

　
昨
年
は
、
被
爆
・
敗
戦
60
周
年

と
い
う
大
き
な
節
目
の
年
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
被
爆
・
戦
争
に
お
け

る
悲
惨
さ
を
改
め
て
、
平
和
の
尊

さ
、
世
界
の
ど
の
地
域
で
も
戦
争

を
起
さ
な
い
こ
と
を
大
き
な
輪
に

広
げ
て
ゆ
く
た
め
に
開
催
し
た
の

で
す
が
、
本
年
度
は
、
引
き
続
き

平
和
の
大
切
さ
、
戦
争
の
な
い
世

界
に
す
る
た
め
に
平
和
運
動
を
さ

ら
に
広
ろ
げ
る
た
め
に
「
第
15
回

親
子
で
考
え
る
平
和
の
つ
ど
い
」

を
開
催
し
ま
し
た
。 

　「
平
和
の
つ
ど
い
」
は
、
最
初
に
、

大
手
公
園
か
ら
大
分
市
内
中
心
部

か
ら
コ
ン
パ
ル
ホ
ー
ル
ま
で
の
コ
ー

ス
で
、
手
作
り
の
プ
ラ
カ
ー
ド
や

横
断
幕
を
掲
げ
て
、「
平
和
を
守

ろ
う
、
人
権
を
守
ろ
う
、
憲
法
を

守
ろ
う
」
な
ど
の
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー

ル
を
繰
り
返
し
な
が
ら
平
和
行
進

し
、
市
民
へ
の
戦
争
反
対
を
訴
え

ま
し
た
。 

　
続
い
て
、
コ
ン
パ
ル
ホ
ー
ル
で
、

開
会
行
事
と
し
て
コ
ー
プ
お
お
い

た
の
坂
井
雅
子
さ
ん
が
総
司
会
と

な
り
、
県
連
足
立
勇
一
会
長
理
事

の
あ
い
さ
つ
、「
ナ
ガ
サ
キ
行
動
」

に
参
加
す
る
仲
間
を
代
表
し
て
、

ピ
ー
ス
ア
ク
シ
ョ
ン 

in 

ナ
ガ
サ

キ
行
動
の
参
加
者
、
コ
ー
プ
お
お

い
た
の
児
玉
豊
美
さ
ん
、
グ
リ
ー

ン
コ
ー
プ
共
生
自
転
車
隊
の
参
加

者
、
奥
田
一
平
さ
ん
が
決
意
表
明

し
、
最
後
に
大
分
県
学
校
生
協
の

竹
内
克
志
さ
ん
が
「
世
界
初
の
被

爆
国
で
あ
り
、
平
和
憲
法
を
持
つ

日
本
は
、
平
和
な
世
界
の
実
現
の

た
め
に
行
動
し
な
け
れ
ば
な
な
ら

い
。
平
和
で
豊
な
暮
し
の
で
き
る

社
会
を
実
現
し
よ
う
」
と
し
た
特

別
ア
ピ
ー
ル
を
読
み
上
げ
採
択
し
、

開
会
行
事
は
終
了
し
ま
し
た
。 

　
引
き
続
き
、
歌
声
サ
ー
ク
ル
「
歌

輪
」
に
よ
る
平
和
や
反
戦
を
テ
ー

マ
に
し
た
合
唱
が
あ
り
、
こ
の
中

で
、「
１
本
の
エ
ン
ピ
ツ
と
１
枚

の
紙
」
と
題
し
て
美
空
ひ
ば
り
さ

ん
の
歌
が
披
露
さ
れ
、
み
な
さ
ん

は
「
１
本
の
エ
ン
ピ
ツ
と
１
枚
の

紙
」
が
あ
っ
た
ら
な
ん
と
書
き
ま

す
か
、「
戦
争
は
し
な
い
、
戦
争

は
起
さ
な
い
、
豊
か
で
平
和
な
世

界
」
と
書
く
で
し
ょ
う
と
話
さ
れ

ま
し
た
。 

　
最
後
に
、
ア
ニ
メ
映
画
「
Ｎ
Ａ

Ｇ
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｉ
・
１
９
４
５
〜
ア

ン
ゼ
ラ
ス
の
鐘
〜
」
の
上
映
が
あ

り
ま
し
た
。
こ
の
映
画
は
、
１
９

４
５
年
、
美
し
い
ア
ン
ゼ
ラ
ス
の

鐘
が
時
を
告
げ
る
浦
上
天
主
堂
の

近
く
に
建
つ
浦
上
第
一
病
院
は
、

市
民
に
と
っ
て
頼
り
に
な
る
存
在

で
し
た
。
病
院
に
赴
任
し
て
き
た

若
き
医
師
秋
月
辰
一
郎
さ
ん
は
、

誠
実
な
人
柄
で
患
者
や
地
域
の
人
々

の
敬
愛
を
得
て
ゆ
き
ま
す
。 

　
８
月
９
日
11
時
２
分
、
長
崎
上

空
で
閃
光
が
き
ら
め
き
、
一
瞬
に

し
て
人
々
は
原
爆
に
焼
か
れ
、
爆

風
に
吹
き
飛
ば
さ
れ
て
犠
牲
と
な

り
ま
す
。
ア
ン
ゼ
ラ
ス
の
鐘
も
吹

き
飛
び
、
瓦
礫
に
埋
も
れ
ま
す
。

か
ろ
う
じ
て
生
き
残
っ
た
秋
月
と

浦
上
第
一
病
院
の
人
々
は
互
い
に

助
け
合
い
、
焼
け
焦
げ
た
病
院
跡

で
医
療
救
援
活
動
に
立
上
が
り
ま

す
。
し
か
し
そ
の
手
に
残
さ
れ
た

の
は
粗
末
な
器
具
と
わ
ず
か
な
医

薬
品
の
み
。
手
の
施
し
よ
う
も
な

く
バ
タ
バ
タ
と
倒
れ
て
い
く
患
者

た
ち
を
前
に
、
秋
月
た
ち
は
時
と

し
て
立
ち
す
く
み
、
無
力
感
に
襲

わ
れ
ま
す
。
死
を
宣
告
さ
れ
た
町
、

長
崎
。
そ
れ
で
も
秋
月
と
仲
間
た

ち
と
共
に
と
ど
ま
り
、
懸
命
な
活

動
を
続
け
た
と
い
う
も
の
が
た
り

で
す
。 
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改
定
介
護
保
健
法
が
施
行
さ
れ

て
ほ
ぼ
５
ヶ
月
が
経
過
し
ま
し
た
。

こ
の
間
の
状
況
を
大
分
協
和
病
院

の
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
に
聞
い
て
み

ま
し
た
。 

 

●
大
き
な
変
化
と
し
て
は
？ 

「
介
護
予
防
給
付
が
制
度
化
さ
れ

た
こ
と
で
す
が
、
ま
だ
手
探
り
の

と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。」 

 

●
予
防
の
プ
ラ
ン
の
作
成
は
？ 

「
プ
ラ
ン
作
成
は
概
ね
中
学
校
区

毎
に
あ
る
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

が
行
い
ま
す
が
、
人
的
な
問
題
な

ど
か
ら
私
た
ち
の
よ
う
な
居
宅
支

援
事
業
者
に
も
委
託
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
件

数
の
上
限
や
低
報
酬
の
た
め
大
変

に
厳
し
い
も
の
で
す
。」 

 

●
予
防
給
付
で
は
支
給
限
度
額

や
内
容
は
ど
う
な
り
ま
す
か
？ 

「
支
給
限
度
額
は
こ
れ
ま
で
の
要

支
援
、
要
介
護
度
１
の
２
〜
４
割

減
と
な
っ
た
上
に
給
付
内
容
に
制

限
が
あ
っ
て
サ
ー
ビ
ス
を
減
ら
さ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
も
あ
り

ま
す
。」 

 

●
具
体
的
に
は
？ 

「
要
支
援
か
ら
要
支
援
１
へ
変
更

さ
れ
た
例
で
は
、
回
数
制
限
に
よ
っ

て
ヘ
ル
パ
ー
の
利
用
を
週
４
回
か

ら
２
回
に
減
ら
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
要
介
護
度
１
か
ら
要
支
援
２

の
場
合
は
介
護
保
険
で
の
レ
ン
タ

ル
ベ
ッ
ト
が
利
用
で
き
な
く
な
り

療
養
に
支
障
を
来
し
て
い
ま
す
。」 

 

●
介
護
認
定
に
関
す
る
問
題
も

あ
る
と
聞
い
て
い
ま
す
が
？ 

「
新
た
な
認
定
シ
ス
テ
ム
の
も
と

で
、
認
定
結
果
と
本
人
の
実
際
の

状
態
と
に
明
ら
か
に
差
が
見
受
け

ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
シ
ス

テ
ム
の
問
題
も
あ
り
ま
す
が
利
用

者
の
生
活
す
る
環
境
が
も
っ
と
考

慮
さ
れ
る
べ
き
で
す
。」 

 

　
問
題
や
矛
盾
が
少
し
ず
つ
明
ら

か
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。
制
度
の

根
本
的
な
問
題
点
な
ど
を
も
っ
と

提
起
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
に
な
っ

て
い
ま
す
。 

　
７
月
29
日
〜
30

日
に
横
浜
市
で
開

催
さ
れ
た
第
17
回

日
本
在
宅
医
療
研

究
学
術
集
会
で
協

和
病
院
の
山
本
副

院
長
が
講
演
を
行

い
ま
し
た
。 

　
学
会
は
「
在
宅

医
療
の
現
況
と
諸

問
題
」
と
「
神
経

難
病
に
お
け
る
在

宅
医
療
」
の
２
つ

の
テ
ー
マ
で
、
全

国
か
ら
神
経
難
病
、

在
宅
医
療
に
携
わ

る
医
療
関
係
者
が

集
ま
り
ま
し
た
。 

　
山
本
副
院
長
は

「
在
宅
人
工
呼
吸

法
│
侵
襲
的
人
口
呼
吸
管
理
」
と

い
う
題
で
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

侵
襲
的
と
い
う
の
は
鼻
マ
ス
ク
に

対
し
て
気
管
切
開
（
気
切
）
を
介

し
て
行
う
人
口
呼
吸
の
こ
と
で
す
。

気
切
を
施
し
た
患
者
さ
ん
が
呼
吸

補
助
装
置
か
ら
の
換
気
の
リ
ー
ク

を
利
用
し
て
自
分
の
声
で
喋
っ
て

い
る
ビ
デ
オ
に
会
場
が
ど
よ
め
き

ま
し
た
。 

　
在
宅
療
養
の
支
援
に
あ
た
っ
て
、

安
心
と
安
全
の
上
に
療
養
者
の
意

思
の
表
明
を
大
事
に
と
い
う
当
た

り
前
の
こ
と
が
、
全
国
的
に
は
ま

だ
ま
だ
進
ん
で
い
な
い
現
実
が
そ

こ
に
は
あ
る
よ
う
に
思
え
ま
す
。

講
演
に
対
し
て
多
く
の
意
見
が
交

わ
さ
れ
、
大
分
で
の
在
宅
支
援
の

取
り
組
み
が
注
目
さ
れ
ま
し
た
。 講演中の山本副院長 

　医療制度改革の議論の中で「混合診療」

という言葉が出てきますがどんなことな

のでしょうか。 

　日本の健康保険制度では、健康保険で

みることができる診療（薬や医療材料も

含む）の範囲を限定しています。混合診

療とは、健康保険の範囲内の分は健康保

険で賄い、範囲外を患者自身が支払うこ

とで費用が混合することをいいます。 

　そして、健康保険の範囲内の診療と範

囲を超えた診療が同時に行われた場合でも、

平等な医療を提供するために、範囲外の

診療に関する費用を患者さんから徴収す

ることを禁止しています。

もし、患者さんから費用を

別に徴収した場合は、その

疾病に関する一連の費用は

「自由診療」として全額患

者さんが支払うルールになっ

ています。 

　例外として費用を別途徴

収を行うのが認められてい

るのは、差額ベット（個室

代）や新たな高度医療技術

などごく一部です。 
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平　日（月～金） 
土・日 
祝日は閉店（但し、土・日の場合は営業致します） 

営業時間 

AM10：00～PM7：00 
AM10：00～PM5：00

TEL097-536-6366  FAX097-537-2591 
〒870-0036  大 分 市 寿 町 1 番 3 号  
　　　　　 　九州労働金庫 大分支店 3階 

ご連絡先 

ろうきん  ローンセンターおおいた 
昭和通り 

国道10号 

ジャングル公園 

大分市役所 

大分郵便局

トキハ 
ソレイユ 

オアシスひろば21

←別府方面 佐伯方面→ 
大分駅 

大
道
陸
橋 

ローンセンターは 
3Fです!!

ろ
う
き
ん 

佐伯・臼杵・津久見 

大分・県庁 

別府・国東 

鶴崎・佐賀関 

三重・竹田 

中津・宇高 

日田・玖珠 

8月1日 

8月3日 

8月4日 

8月4日 

8月8日 

8月8日 

8月10日 

ブロック（地区） 日　程 

ブロック別推進研修会開催日 

　
全
県
ブ
ロ
ッ
ク
別
推
進

研
修
会
を
、
会
員
の
代
表

者
お
よ
び
青
年
部
・
女
性

部
代
表
の
方
々
を
対
象
に
、

県
下
７
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け
、

八
月
一
日
か
ら
八
月
十
日

に
か
け
、
地
域
に
密
着
し

た
研
修
会
を
開
催
し
ま
し

た
。 

　
研
修
会
は
大
分
県
推
進

委
員
会
主
催
に
よ
る
、
組

合
員
の
生
活
改
善
・
生
活

防
衛
・
生
活
設
計
を
柱
と
す
る
全

県
統
一
テ
ー
マ
＝
人
生
設
計
が
大

切
！
＝
と
題
し
て
ラ
イ
フ
サ
イ
ク

ル
プ
ラ
ン
に
つ
い
て
推
進
役
員
が

講
師
を
務
め
、
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト

を
活
用
し
た
、
問
題
提
起
（
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
）
を
行
い
ま
し

た
。 

 

「
し
あ
わ
せ
創
造
運
動
」 

３
つ
の
目
的   

 

①
「
多
重
債
務
・
自
己
破
産
」
か

　
ら
組
合
員
を
守
る
運
動 

②
労
金
の
商
品
を
活
用
す
る
事
で

　
組
合
員
の
可
処
分
所
得
を
向
上

　
さ
せ
る
運
動 

③
ろ
う
き
ん
商
品
を
ツ
ー
ル
と
し

　
た
労
働
組
合
の
組
織
強
化
と
拡

　
大
運
動 

 

　
ま
た
、
各
地
区
推
進
委
員
会
も

ブ
ロ
ッ
ク
独
自
の
テ
ー
マ
「
今
、

何
故
ろ
う
き
ん
か
」・「
マ
ネ
ー
ト

ラ
ブ
ル
に
勝
つ
」・
投
信
Ａ
Ｄ
の
「
投

資
信
託
と
は
」・
社
会
保
険
労
務

士
の
「
年
金
基
礎
講
座
」、
臨
済

宗
ご
住
職
か
ら
「
心
豊
な
人
生
」

等
々
、
多
種
に
亘
る
ラ
イ
フ
プ
ラ

ン
の
講
演
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

　
研
修
後
の
意
見
交
換
も
活
発
に

行
わ
れ
、
参
加
者
か
ら
の
ア
ン
ケ

ー
ト
結
果
も
好
評
で
し
た
。 

8月1日 ブロック別研修会 8月1日 ブロック別研修会 

※詳しくは、最寄りのろうきんへお問い合わせ下さい。 


